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解説 というより 論点整理、雑感

e-mail: hayashi@rche.kyushu-u.ac.jp

(九州大学アドミッションセンター）

林 篤裕

第3回全学FD(20分) 改
09/28/10 @箱崎(設立五十周年記念講堂大講義室)

学生の「学力」と「学ぶ力」はどのように変わったか
～今日の初年次学生の学習特性について～
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最近の苦慮点、学生像
講義に付いていけない

友達ができない

大学生活が不安

卒業後の進路の悩み

中途退学

興味・関心が薄い

言われたことしかしない、
言われたこともしない

レポートが書けない

学生がひ弱 【教員も】

.....
九大では、

キャリアガイダンス

就職情報室/就職相談室

キャリア支援センター

.....

新入学生サポーター制度

学習サポーター制度

学生生活・修学相談室

自己表現能力育成プログラム

以前はなかった
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以前とは異なる点
教育支援体制

初年次教育、アクティブ・ラーニング.....

就職支援体制

社会からの要請：就業力、質保証

進学率 ===> 次のスライド

社会情勢

.....

多様な学生が入学してくる時代
4

AO入試: 国立大と私立大
明らかに異なる

割合

試験方法

目的も?

国立: 「学力不問」ではない

中学 ==[98.0%]==>高校

91.9%

56.8%

2010年5月

速報値

共通第1次

学力試験
大学入試センター試験
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“我々の頃”とは違う時代
教育体制、就職体制、進学率、社会情勢、...

学力低下? 学力不足?
勉強しなくなった?

“何か”が変わった。では、“何”が落ちた?

従来通りの教育方法に固執していて良い?

学生を知ろう
無理なカリキュラムの是正: 現状に即したものに

講義を構築する際の参考に
ポテンシャルを引き出す。

即効性ではなく、長期的視野。
今回の目的
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“何か”とは何か
「学力」は低下したのか?

「試験で測ってきたもの」が落ちたのか?

「学力の定義」はいろいろあるが今回は踏み込まない

大学入試センターでの事例： 後述

類似試験問題の成績推移: 数学

共通試験問題を利用した等化: 英語、数学

大学入試センター 研究開発部

試験の研究を行う部署

統計学、心理学、社会学、高等教育、.....

作題者ではない。解答行動等の分析をする。
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DNC事例1: 類似試験問題の成績推移
「大学入試センター試験における類似試験問題に係わる調査」、’00年秋。

解法に同じ単元を用いる設問を抽出：数学
’79年～’00年の22年間の数学の試験問題

数学作題経験者に分類・選別の協力

最終的に 4領域、計13設問

上位層の成績の推移を比較
4万番、9万番、12万番、20万番、全受験者

国立大上位層(4万)、国立大全体(9万)

『わずかに漸減的な傾向が見られるが、
これが「学力」の変化によるものとは、今回の
調査からは結論することはできない。』
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DNC事例2: 共通試験問題を利用した等化
「大学入試センター試験得点の標準化の試み」、’01年。

「大学入試センター試験得点の標準化の試み －項目反応理論による方法－」、’03年。

共通問題をアンカーにした比較：英語、数学

’81年～’96年の中の10年分の試験問題から利用

共通の試験問題を順に含む問題冊子：10冊

各冊子ごとに40名の被験者に解答させる。計400名

一つの大問に対しては120名が解答

共通部分の成績を元に非共通部分の特性を把握

『学力に関しては、その時系列的変化として、
経年的な学力の上昇や下降といったシステマ
ティックな傾向を見出すことはできなかった。』
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これらの事例から判ること
経年傾向や、明確な低下 は認められない

「試験で測り得るもの」は落ちているとは言えない

受験指導の賜物? パターン化されたテクニック?

従来からの試験方法の限界? 対案はある?

でも、“何か”が落ちているとは感じる

落ちているとすると.....

試験で測ってこなかったもの or/and 測り難いもの

教科学力以外? 「幅広い」教科学力?

論理的思考力? 考え方? 意思表現力?

.....
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今後の方策
落ちていると思われるもの

どうやったら測れる?

どうやったら支えられる? 上昇させられる?

測定可能な入試方法に変更する・工夫する

昨年の薬学部AOは秀逸でした

受験テクニックは無効化させたい

暗記より思考： 「暗記数学」なる領域

生徒に知ってほしいこと ＝ 広報?

“考えること”の楽しさ

自主的な学び

多方面への興味・関心

大学の楽しみ方

.....
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“考えること”に必要な道具

考えること： 多くのものに通じると思われる

学習意欲、学習目的、興味、関心

論理的思考力、表現力

.....

道具としての「言語」

数学： 理系的な論理的思考を記述

国語： 言語そのもの、作文、表現

言語運用能力、国語、日本語(日本人の場合)

蛍雪時代 9月臨時増刊「全国大学 推薦・AO入試年鑑」
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本日のご講演に対して
数学の観点から： 梶原先生

作文の観点から： 渡辺先生

私の注目点
「考えることが好きな学生」に入学してきてほしい(私見)

「落ちていると思われるもの」は何?

“今”の学生の特性を知りたい

新しい測定法の模索 <=== 試験の研究

課題提示型試験? (総合試験の一種)

どうすれば低下を防げる? ： 日本的な問題

考えるなら今!!  一緒に探ってみませんか?

言語


